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生駒市では、市民が住みなれた地域や家庭で安心して暮らし続けることができるよう、包括的で継

続的な医療と介護サービスの提供体制の構築について協議するために、生駒市医師会など関係機関の

協力・連携による生駒市医療介護連携ネットワーク協議会を設置しています。 

 

■ 背 景 

団塊の世代が 75 歳以上となる平成 37(2025)年を目途に、重度な要介護状態となっても、住みなれ

た地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることが出来るよう、医療・介護・予防・住まい・

生活支援等が一体的に提供される地域包括ケアシステムの整備が求められています。 

中でも、今後、医療ニーズと介護ニーズを併せ持つ高齢者を地域で支えていくためには、在宅での医

療や介護の提供が重要となることから、医師、薬剤師、看護師など在宅での医療を提供する職種に地

域包括支援センターやケアマネジャーを含む介護関係職種を加えた、多職種による連携、協働の体制

を整えることが不可欠です。 

 

■ 生駒市医療介護連携ネットワーク協議会の目的 

市民が住み慣れた地域で安心して自分らしい生活を実現させるため、市内の医療と介護のそれぞれ

の現場に関わる多職種の人たちで組織する会議体を設置し、情報共有、現状と課題の抽出・共有、対

応策の検討を行うことで、地域における医療介護連携体制の構築、推進を図ることを目的としていま

す。 

 

■ これまでの成果 

本市では、生駒市医師会の協力のもと、平成 28 年 3 月に「生駒市医療介護連携ネットワーク協議

会」を立上げ、同年 6月に第 1回会議を開催しました。また、在宅医療介護連携の方針を検討する「在

宅医療介護推進部会」と、認知症対策についての方針を検討する「認知症対策部会」を設置し、現状

と課題、目指すべき姿、具体的な取組について協議、検討を進めています。 

◇ 在宅医療介護推進部会 

連携に係る現状と課題、目指すべき姿、連携方針、具体的な取組について協議、検討を進め、

今後、実施していくべき「在宅医療介護連携の方針」をまとめました。 

◇ 認知症対策部会 

認知症フォーラムの開催、認知症ケアパスの作成、認知症に関する多職種連携研修会の開催、

認知症初期集中支援チームの設置等に取り組みました。 

■ 生駒市医療介護連携ネットワーク協議会の今後 

今後も引き続き、医療と介護の相互理解や情報共有により、生駒市全体で顔の見える関係づくりを
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進めるとともに、患者・利用者が真に必要なサービスを有機的に利用できる体制の構築を目指します。 

◇ 在宅医療介護推進部会 

病院から在宅、在宅から病院への円滑な連携を図るため、地域での共通ルールとして「入退

院調整マニュアル」を作成します。 

◇ 認知症対策部会 

認知症フォーラムの開催、認知症に関する多職種連携研修会の開催、認知症初期集中支援チ

ームの運営支援等の取り組みを引き続き行っていきます。 

 

■ 第 2回 生駒市医療介護連携ネットワーク協議会、在宅医療介護推進部会、認知症対策部会 

◇ 日時  5 月 27 日（土） ① 在宅医療介護推進部会    15:00～ 

            ② 認知症対策部会    15:00～ 

    ③ 生駒市医療介護連携ネットワーク協議会 17:00～ 

◇ 場所  生駒市コミュニティセンター 

◇ 会議内容 

① 在宅医療推進部会 

・ 平成 29年度スケジュールについて 

・ 入退院調整マニュアル作成ワーキンググループの設置について 

・ 医療介護資源集の完成について 

② 認知症対策部会 

・ 平成 29年度スケジュールについて 

・ 認知症のケア向上に関する研修等について 

・ 認知症に関する普及・啓発について 

・ 認知症初期集中支援事業に関する検討について 

③ 生駒市医療介護連携ネットワーク協議会 

・ 部会報告（平成 28年度の活動、平成 29年度の予定） 

・ 意見交換 

※ ①②③のいずれの会議も取材可。傍聴(5名程度)を許可しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この件に関する報道関係からのお問い合せ 

生駒市地域医療課（課長 石田） 0743-74-1111（内線 491） 


